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　あるドラマで妻を10年
前に失った男性が、親し
く話していた妻にそっく
りな女性に「私の顔を見
るのがいやですよね」と

問われると「そんなことないですよ。悲
しい思いなんて一つもないです。命を落
とす順番がそうなったことだけです」と
淡々と答えるシーンがあった。私事だが、
まさに昨年、「その順番」に遭遇したの
だが、それは「順番だった」ではなく、
「順番が逆だった」との思いが強い。
　今つくづく感じるのはその人にとって

本当に大切なものって、失って初めて分
かるのではないか。大切なものであるが
故に気付かない。あって当たり前な故に
その重みが分からない。今振り返えれば
「なんとバカな男だ」と自らを軽蔑したい。
　そしてもっと大切にしたかった。もっ
と言葉を紡ぎ、態度にも出して一緒に楽
しい人生を歩みたかった。出会って54年、
結婚して48年、半世紀にわたって共に
歩んだ人生だったのに何を語り、何を
思って過ごしてきたのだろうか。
　若いときはこの生命はいつまでも続く
と信じて疑わなかった。だから無茶もし
脱線もした。年を重ねていくと人生の先
が見えてくる。もっと早く気付くべきだっ
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た、もうそれほど先はないと。若くして亡
くなる人もいる一方、長寿を全うする人も
いる。しかし長年連れ添った妻を亡くす
のはこれほど辛く切ないことか。まして子
どもを失った親はどれほどの衝撃を受け
るか計り知れないと、今だから思える。
　しかし今、妻には感謝しかない。なん
と言っても３人の子どもと５人の孫にそれ
ぞれ配偶者を含めると11人もの家族を残
してくれた。こうなった以上、妻の分まで
生ききるしかない。とことん家族の行く末
を見守ろう。妻から引き継いだ「いのち」
を大切に思い残すことなく人生を全うし
たい。そして若い世代に「いのちの大切さ」
をバトンタッチしていきたい。　　（純）
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特 集「チーム学校」と
　スクールカウンセラーの私
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臨床心理士　吉田 智子 氏公認心理師
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　秋号の表紙を飾る写真は、奈良豆比
古神社の翁舞です。毎年10月８日秋
祭りの宵宮に奉納される翁舞は、能楽
の原典といわれ2000年に国の重要無
形民俗文化財に指定されています。
　夏休み明けの９月１日は子どもの自
殺が最も多い日と言われています。心
が痛みます。今回の特集はスクールカ
ウンセラーとして学校現場で、日々子

どもや子どもを取り巻く教員、保護者
と向きあっておられる吉田智子氏にお
話 を 伺 い ま し た。ま た、10月25日
（土）「こども・若者の助けて‼の声
にこたえて」と題して公開講演会を開
催します。子どもたち、若者たちに私
たち身近にいる大人がどのように関わ
りを持てば良いのか、ぜひ一緒に考え
たいと思っています。　　　　 （安）

編 集 後 記

ご案内ご案内ご案内

日　時　11月27日（木）10：00～15：00
場　所　ＮID３階
参加費　3,000円（昼食代含む）
１部　映画鑑賞「35年目のラブレター」
　　　（主演：笑福亭鶴瓶・原田知世）
　　　〈昼食〉
２部　モデルとなった西畑保さん（奈良在住）を

囲み交流

友の会　秋の研修・交流会

おしらせおしらせおしらせ

　11月４日（火）飛鳥カンツリークラブにて
開催します。奮ってご参加ください。

第23回チャリティゴルフ

日　時　11月16日（日）10：00～15：00
場　所　NID会館１F　エントランスおよび駐車場

　採れたて野菜、手作り日用品など多数出品し
ます。ミニコンサートもあります。

第21回チャリティバザー

５月～７月
５月～７月
５月～７月

S54年11月1日～R７年７月31日受信総件数
相 談 件 数
相 談 時 間

4,999件
3,792件
1812時間13分 受信累計 1 , 3 3 9 , 2 4 1 件

令和７年５月～令和７年７月奈良　３５局１０００番の受信状況
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NID 第402号　特　集

も対応への方向性を、学校内で、また学校と保護者とが一致
していること、その舵取りをスクールカウンセラーが担って
いるということです。担任と管理職が違っていては、現場で
の混乱が生じます。また保護者と学校が違っていても、そこ
に問題が生じます。スクールカウンセラーは心理的なケアと
共に子ども対応の方向性を調整する役目があるのではないか
と考えています。

 「チーム学校」 
学校とスクールカウンセラーとの関係は「チーム学校」と
いう意識を軸にしています。「チーム学校」とは、学校が抱
える課題や問題を解決していくために、教員だけでなくス
クールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなど多様
な専門職が一体となって子どもたちを支援する体制のこと。
つまり、教員と専門性を持つ職員が一つのチームを作り上
げ、業務や課題を、それぞれの専門性を生かしながら連携・
協働して対応することを目指しています。私もチームの一員
として心理士業務を小学校で行い、子どもたちの成長を支え
守っていきたいと思っています。私が臨床心理士になったの
は20年ほど前ですが、20年を経た今、スクールカウンセ
ラーとしてとても動きやすくなりました。それだけ認知され
ているということであり、また、教職員の方々からも信頼し
て頂いていることを実感しています。この違いは大きいし、
それだけの働きをしなければならないと思っています。

 保護者への対応 
時代の変化とともに、保護者も変わってきていると思いま
す。保護者が少し幼く感じる時もあります。「子どもに嫌わ
れたくないから叱れない（注意できない）」と言っておられ

 スクールカウンセラーへの道 
2008年３月に帝塚山大学大学院臨床社会心理学専攻での
修士課程を修了し、2009年度より臨床心理士としての活動
を開始致しました。その活動の第一歩として学校法人帝塚山
学園嘱託カウンセラー（小学校担当）を約10年ほど務め、
また、同時期に他の学校法人の学生相談や高校のスクールカ
ウンセラーを講師と併せて務めておりました。しかし、心理士
と教員を並立させるのは私にとってなかなか難しく、マンツー
マンでしっかりと相手に向き合える心理職を優先したいと思
い、門真市子育て支援課に入職致しました。そこでは虐待対
応が主な仕事でした。厳しい状況下にある子どもたちへの対
応は難しくもありましたが、多職種（社会福祉士、看護師、精
神保健福祉士、教員、心理士）が一丸となって取り組む、と
てもやりがいのある職場でした。しかし、体力的な限界も感
じており、約４年で勤めを終えました。その後、奈良市スクー
ルカウンセラーとして、現在も奈良市立小学校を担当してお
ります。その他に男女共同参画事業団での女性相談や私立幼
稚園のキンダーカウンセラーも併せてしております。カウンセ
リングを行うときは、関わる子どもたちや保護者の皆様の一
番の応援団になろうという思いでお話をお聴きしています。

 子どもたちへの対応 
小学校６年間は子どもたちの成長が著しい時期ですので低
学年と高学年では相談内容にも違いがあります。しかし学年
を通じて多いのが不登校（登校渋り）と発達相談です。発達
の問題はコミュニケーションや学業にあらわれることが多
く、発達とは違った形で相談を受けていても、そのベースに
発達的な問題があることが非常に多いです。
スクールカウンセラーとして私が意識しているのは、子ど

去年（2024年度）１年間に自殺した児童・生徒は527人にのぼり、
これまでで最も多くなりました。このことを私たちはどう受け止め、
どのように対応していけばいいのでしょうか。悩みを抱える子どもた
ちをどう支えていくか、さまざまな取り組みが進められています。
今回は、スクールカウンセラーとして学校現場で子どもたちと接し
ておられる吉田智子氏に、活動内容や子どもとの関わりについてお話
を伺いました。

吉田 智子（よしだ　さとこ）氏　
プロフィール
臨床心理士
公認心理師
奈良市スクールカウンセラー
大阪私立幼稚園キンダーカウンセラー
豊中市男女共同参画事業団相談員
奈良いのちの電話協会養成委員

「チーム学校」と
スクールカウンセラーの私

臨床心理士　吉田 智子　氏公認心理師

寄り添い人を訪ねて　

スクールカウンセラー制度は、学校における児童生徒の心理的な問題に対応するため、専門家であるスクールカウンセ
ラーを学校に配置する制度です。1995年にはモデル事業が始まり、2001年にはスクールカウンセラーの配置を行う自治体に
国の助成がスタートし、配置する学校が増えてきました。この制度は、児童生徒だけでなく保護者や教職員の相談にも対応
し、学校全体の教育相談体制を充実させることを目的としています。
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た保護者と何人もお会いしました。でも親として子どもに物
事の善悪を教えなければ、結局は子どもが痛手を負います。
子どもが自分の行動を正しく判断し選択できるように、親と
して大人として物事の善悪は子どもたちに教えてあげるべき
ではないでしょうか。
子どもの一番の人的環境は保護者です。その影響はスト
レートに子どもに出ます。保護者のカウンセリングを何故す
るのかというと、子どもの人的環境を安心安全な状態にする
ために保護者に働きかけていくのです。

 子どもの自殺 
高校のスクールカウンセラーをしていた時、生徒からの相
談の中でリストカットを打ち明けてくれたことがありまし
た。多くは女子生徒でしたが、彼女たちはいつもカミソリを
所持し、それを「お守り」と言っていました。「お守り」を
持つことは、それは生きたい証と言えるかもしれないのです
が、まるで綱渡りのような不安定な歩み。親子関係がベース
にあるケースが多かったと記憶しています。
また、児童虐待の対応をしていた時、中学校から、ある女
子生徒が首に痣が残るほど母親から首を絞められたと通告が
ありました。母親は「これは躾であって問題無い」と虐待を
否定しましたが、この女子生徒は、学校から帰宅したら食事
の用意をして弟や妹の面倒をみるヤングケアラーだったので
す。彼女の「この先、何もいいことないんちゃうかな。嫌に
なったなあ」という言葉のなかに、無力感とともに希死念慮
を強く感じました。

 子どもの成長は喜び 
子どもの成長を感じる時は、とても嬉しいです。卒業時
に、「ありがとう。」と言って手作りのプレゼントを持ってき
てくれることもあります。一方、しんどさからある程度回復
してくると、校内で私の顔を見ても、見なかったことにしよ
うとそっぽを向く児童もいますが、それもまた、頑張ってる
んだなと思えて嬉しいです。子どもはしっかりと成長してく
れます。成長していく姿を見ることができるのは、子どもを
対象にしているカウンセラーの喜びではないかと思います。
そして、それを見させてもらえたことは、本当に有難いこと
だと思います。どれだけの力を子どもたちに寄せてあげられ
たのかと思うと、自分の無力さを痛感するのですが、子ども
たちは自分自身の持っている力で、必ず成長してくれます。

 周りの大人の関わり 
大人として常識的な関わりが大切と思います。「これはい
いね」「これはしてはダメよ」と、普通に言える大人が子ど
もたちには必要ではないでしょうか。昔、よく見かけたおじ
さんやおばさんのように「なにやってんねん！」と声を荒げ
る必要はないけれど、普通に善悪を教えてくれる大人が周り
にいることは、子どもたちにとって大きいと思います。子ど
もは学習していく力を持っているから、きちんと教えてあげ
ることが大切です。� （Ｙ・Ｋ）

～ 「いま」「ここ」で ～
� 近鉄グループホールディングス株式会社 

� 取締役常務執行役員　菅浦 隆弘

随分昔のことです。私がまだ30代の頃、会社の大先輩
から偶然こんな話を聞きました。「わしな、いま奈良いの
ちの電話協会のお手伝いをしてんねん。24時間、365日、
悩み事などの電話相談を受けてるボランティアの人たちが
いてはって、大切なことやねん」

駅のホームでの短い立ち話でしたが、そうした社会的な
活動があって、近鉄も関わっていることが印象に残りまし
た。それから20数年を経て、代が替わって私がお手伝い
をさせていただいているのは、何かの巡り合わせであった
のか、感慨深いものがあります。

長らく近鉄グループで働く中で、私はいくつかの会社や
組織で、新しい仲間と初めての仕事に取り組んできまし
た。外部の方々と一緒に力を合わせる機会も多くありまし
た。「近鉄ライナーズ」という社会人ラグビーチームのゼ
ネラルマネージャーを務めたこともあります。ちなみに私
はラグビーの経験は全くありません。

ふと考えると人も仕事もたまたまの巡り合わせです。
それでも一緒に力を合わせる経験から、時間の流れのタ
テ軸、場所の広がりのヨコ軸の交差点である「いま」「こ
こ」で、ベストを尽くすことの大切さを学びました。周り
の方々に助けていただきながら努力を重ねてきて、自分の
人生が少しずつ紡がれてきたのかなと、今になって感じま
す。

世の中には、周りからのサポートを受けたり、協力関係
を持てる環境になく、独りで悩んでおられる人が実は多く
おられます。協会の活動はこうした方々に対する心理的な
安全装置として、重要な役割を果たしてきました。

相談員の皆さんは、何かの巡り合わせで誰かの電話相談
を受けられます。まさに「いま」「ここ」の巡り合わせで
人の心の声に対峙されます。いろんな悩み事を受け止め、
親身になって聴き、共感し、励まされることで、限られた
時間であっても心が通い合い、独りぼっちではない実感が
生まれているのではないでしょうか。生きる勇気が蘇り、
その方の人生が再び紡がれていくきっかけになるのだと思
います。

地域社会の健全さは、こうした地道な相談活動に支えら
れています。私も諸先輩が紡いでこられた協会の活動に、
「いま」「ここ」で、微力ながら尽力いたしたいと考えて
います。� （協会理事）

支えあう心で

２
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ブラッシュアップ研修は１・２・３・４に分かれ、大人数
で１回だけの研修会ではなく、少人数の連続研修で相談員の
自己研鑽とレベルアップを目指しています。
ブラッシュアップ研修１は、電話相談の基礎についてのプ
ログラムで６月24日（火）から毎月１回全６回コースで始
まりました。講師に矢野かおり先生を迎え、８名の参加者と
ともに受容や、共感など電話相談の基礎を学んでいます。聴
くということでは、講師からの提案で、最近の医療ドラマを
題材として取り上げ、新たな視点で学びを深めています。
ブラッシュアップ研修４は、グループスーパービジョン
（SV）で、９月２日（火）から毎月１回全６回コースで始
まりました。講師に河㟢俊博氏を迎え10名の参加者で毎
回、グループで事例を出し事例研究を繰り返し行うことで、
相談員個々の相談能力とファシリテーターの技能を学んでい
ます。� （A・Y）

７月19日（土）、西大寺本坊にて相談員11名が参加して
行われました。講師に関西福祉科学大学教授の相谷登先生を
迎えて、「相談員としての基本的態度の確認・自分への更な
る気づき」というテーマで、８年を経過しての今の気持ちを
語り合いました。参加者から出されたいくつかの気になる事
例について、意見を出し合いました。互いの考えや思いに耳
を傾けるなかで、改めて自分の相談員としての在り様を考え
させられました。相谷先生からは、事例に関して専門的な方
面からの助言をいただきました。お話を伺い、相談者に寄り
添うためにも更なる研修が必要だと感じました。
とても暑い日でしたが、今後も相談員として成長していき
たいと思えた一日でした。
９年任用研修と同様、３年・６年任用研修も行われまし
た。� （Y・Ｋ）

９年任用研修

６月26日（木）、なら被害者支援ネットワーク令和７年
度総会特別講演「発達障害と犯罪被害者支援」（講師　帝塚山
大学名誉教授　臨床心理士　大久保純一郎氏）を聴講した。
「発達障害と犯罪被害者支援」というテーマだが被害者問
題として被害者の立場で話をされた。発達障害は注意深く見
ていくと性格的な問題ではなく能力の問題であるという。脳
神経系の問題を持ち、環境との関わりの中で社会生活上困り
ごとが生まれ、支援が必要となる場合を「発達障害」と考え
るという。
被害を受けやすい犯罪として性的犯罪・性暴力被害、いじ
め・虐待、詐欺・財産犯罪をあげられた。困りごととしてコ
ミュニケーションが苦手で自己表現が難しい、当たり前の
ルールがわからない、メモが取れない、こだわりが強いなど
がある。衝動的に判断行動してしまう傾向がある。二次障害
として自閉症、うつ病など精神疾患を併発し生きにくさを抱
えてしまうこともある。
対応の工夫として障害について知識を深める。当たり前の
ことを明確に言語化し、場合により図解し、メモなどを残
す。被害を受けた発達障害への対応は一人一人の理解と配慮
や丁寧な関りが必要である。コミュニケーションのすれ違い
が起こった時は丁寧に説明しきちんと謝る。支援者が意見を
述べるのではなく被害者の気持ちや状態をひたすら聴くとい
うことがポイントとしてあげられた。� （N・U）

社会還元活動の報告
協会では「聴く」ことのエキスパートとして、日頃培った
「話を聴く」ことについてのノウハウを学びたい方たちへの
講座を引き受けています。
今年度は以下の団体からの依頼をいただきお話をしてきま
した。

①５月10日（土）　�奈良県助産師会にて　「電話相談の基
本について」

②�６月29日（日）　��奈良県精神障害者家族連合（まほろば
会）　「電話相談員養成のための基本」

③８月22日（金）　��宇陀市人権教育研究会　「傾聴と共感」

受講していただいた方が実生活の中や相談対応をする際、
講義やワークの内容を活用していただければと考えて今後も
社会還元活動を続けていきたいと考えています。�（Ｋ・Ｍ）

公益財団法人 JR西日本あんしん社会財団の支援で毎年開
催される近畿ブロック７センター合同研修会が、８月23日
に姫路市の「アクエリひめじ」で96名の相談員を集め開催
されました。
奈良センターからの参加は８名で、午前中、「はりまいの
ちの電話」研修委員長・公認心理師の石井要子講師による
「マインドフルネスとクライエント中心療法」を学び、午後
は約８名ずつに分かれて各センターが抱える問題をテーマに
グループ討議が行われました。
「相談員の募集」「研修の内容・方法」「相談員の繋がり」
「困難な電話」等で参考になる意見も多く、特に募集や研修
についての意見は奈良センターでも今後の運営委員会、事務
局会議などで検討をしていきたいと思いました。�（Ｋ・Ｓ）

近畿ブロック7センター
合同研修会報告

ブラッシュアップ研修１と
ブラッシュアップ研修４が

始まりました

研修レポート



5

NID 第402号

相
談
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
も
の
で
、

実
際
の
相
談
内
容
と
は
異
な
り
ま
す
。

た
わ
い
の
な
い
話

�

Ｙ
・
Ｍ　

　
「
は
い
、
奈
良
い
の
ち
の
電
話
で
す
」

　
「
あ
ら
あ
、
や
っ
と
か
か
っ
た
と
思
っ
た
ら
奈
良

に
繋
が
っ
た
の
ね
え
。
奈
良
っ
て
い
っ
た
ら
、
修
学

旅
行
で
行
っ
た
き
り
よ
。
も
う
何
十
年
も
前
だ
わ
」

　

関
東
の
キ
レ
の
良
い
口
調
で
、
そ
の
人
は
修
学

旅
行
の
思
い
出
話
を
始
め
た
。
定
番
の
大
仏
さ
ん

や
鹿
の
話
、
そ
し
て

　
「
昔
は
修
学
旅
行
専
用
列
車
が
あ
っ
た
の
よ
。

知
っ
て
る
？
夜
行
で
」

　
「
あ
あ
、
あ
り
ま
し
た
ね
、
専
用
列
車
。
私
も

乗
り
ま
し
た
」
同
世
代
の
人
の
よ
う
だ
。

　
「
何
か
名
前
が
つ
い
て
た
わ
よ
ね
え
、
え
ー
と

な
ん
だ
っ
た
か
な
あ
」

　
「
な
ん
で
し
た
っ
け
」
と
話
し
て
い
た
ら
、
唐

突
に
そ
の
人
が
言
っ
た
。

　
「
あ
な
た
は
訊
か
な
い
の
ね
」

　
「
え
？
」

　
「
今
日
は
何
の
ご
相
談
で
す
か
っ
て
」

　
「
…
…
」

　
「
つ
ら
く
て
、
死
に
た
く
な
っ
て
、
で
も
そ
ば
に

誰
も
い
な
く
て
…
誰
で
も
い
い
か
ら
、
10
分
か
15

分
た
わ
い
の
な
い
話
を
し
て
笑
い
た
い
と
思
っ
て

電
話
す
る
と
、『
今
日
は
何
の
ご
相
談
で
す
か
』
っ

て
訊
か
れ
る
…
し
ら
け
ち
ゃ
う
の
よ
ね
え
、
ア
レ
」

　
「
‥
‥
」
何
も
言
え
な
か
っ
た
。
ど
ん
な
つ
ら

い
こ
と
が
こ
の
人
に
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

彼
女
は
そ
の
あ
と
も
「
あ
ー
（
列
車
の
）
名
前

思
い
出
せ
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
た
わ
い
の
な

い
話
を
数
分
続
け
、
そ
し
て
「
あ
り
が
と
ね
」
と

言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

　

何
日
か
経
っ
て
か
ら
思
い
出
し
た
。
修
学
旅
行

専
用
列
車
の
名
前
は
『
き
ぼ
う
』
で
し
た
よ
。

厚生労働省自殺防止対策補助事業

奈良いのちの電話協会　公開講演会

日時　2025年10月25日（土） 
　　　13：30～15：30（開場13：00）

会場　奈良県コンベンションセンター 
　　　203・204会議室

定員　300名

講師　今井 紀明 氏

入場
無料

同日開催

奈良いのちの電話の紹介と
相談員養成講座説明会
15：45～ 16：30 同会場にて
2026年４月開講予定の電話相談員募集の説明会を 
実施します。受講を考えている方はご参加ください。 （協会マスコット　

キャラクターならりん）

お問い合わせ　奈良いのちの電話協会事務局 
☎ 0742-35-0500　  nid-2@nara-inochi.jp

公開講演会および養成講座説明会
のお申し込みは　　　　　　　　

講師プロフィール
�認定NPO法人D×P理事長
高校生のとき、医療支援活動のため渡航したイラ
クにて武装勢力に人質として拘束されたことで、
帰国後大きなバッシングを受け、対人恐怖症にな
る。偶然、中退・不登校を経験した若者と出会
い、親や先生から否定された経験を持つ彼らと自

身のバッシングされた経験が重なり、2012年にNPO法人D×Pを設立。経済
困窮、家庭事情などで孤立しやすい若者が頼れる先をつくるべく、LINE相談�
「ユキサキチャット」で全国から相談に応じる。また大阪ミナミの繁華街で若者
の居場所となる「ユースセンター」を運営しアウトリーチ事業を行なう。ユース
世代の声を聴いて伝えることを使命に、SNSなどで発信を続けている。


